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クイーンズランド大学・九州大学研究教育交流プロジェクト   

アジリティー（機動性） 
アダプテーション（適応性） 
レジリエンス（強靭性） 

 
今年も九州大学およびクイーンズランド

大学（UQ）のスタッフや学生にとって、
苦労した一年が終わろうとしています。

学生にとって最善の学びの場、ひいては

成功溢れるキャリアにつながる道筋を提

供するため、なおも続くこの困難な局面

をいかにうまく対処してきたか、今回皆

さんで振り返りましょう。 

本ニュースレターは UQ-KU プロジェクト
に携わっている皆さんのアジリティー

（機動性）、アダプテーション（適応

性）、及びレジリエンス（強靭性）の証

となります。2021 年も実りある一年とな
ったので、UQ-KU プロジェクトの成果に
ついて紹介します。 

 

松村晶教授、クイーンズランド

大学の名誉教授に任命 
 
著名な教授である松村晶教授がクイーン

ズランド大学機械鉱山工学部（School of 
Mechanical and Mining Engineering）の名誉
教授に任命されました。松村教授は UQ-
KU プロジェクトの創立以来、その共同運
営に携わっています。松村教授は同大学

の多くの研究者と連携してこられ、
Australian Research Council Discovery Grant
の Partner Investigatorです。また、新たな
任務として、クイーンズランド大学博士

課程の学生指導、さらに機械鉱山工学部

での講義を担当されます。松村教授は

2022年 UQ-JPIE（MECH4950）を主催する
予定です。日豪間の海外渡航の再開を期

待するばかりです。 

大学を挙げて松村教授をお祝いするとと

もに、今後もより緊密に協力しながら、

松村教授の優れた知恵と知識を享受して

いきたいと考えます。 

 

日英翻訳者とコラボレーション 
 
クイーンズランド大学日本語通訳翻訳修

士課程（UQ-MAJIT）の学生に依頼し、
UQ-KU プロジェクトの資料、ホームペー
ジ、及び本ニュースレターの英日翻訳業

務に協力してもらいました。  

協力してくれた修士課程の学生は以下の

通りです。 

 

 

 

UQ-KU プロジェクトは UQ-MAJIT の学生
に感謝申し上げるとともに、この経験が

有意義なものとなり、専門性を磨く上で

UQ-KUプロジェクトニュースレター
COVID-19版 #2 

松村晶教授 

Brendan Tran氏（左） Mariko Kishi-Debski氏（右） 

岩田直子氏（左）亀田成美氏（右） 
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価値あるものとなるよう、期待していま

す。  

 

クイーンズランド大学と九州大

学によるゲスト・レクチャー・

シリーズ 
 
クイーンズランド大学および九州大学の

スタッフによる講座シリーズが、2021 年
もオンラインで行われました。  

野北和宏教授は、九州大学の大学院工学

府修士課程の学生に向けて「大規模水素

の貯蔵及び供給システム（Systems for 
Large Scale Hydrogen Storage and 
Delivery）」と題した講座シリーズ（英語）

を行いました。2021年 1 月 19日に行われ
た九州大学の「先端工学2：よりよい未来

のための持続可能エネルギー（Advanced 
Engineering 2: Sustainable Energy for a 
Better Future）」の講座シリーズの一部で

した。  

 Jonathan Read 氏も九州大学国際コース

（工学および応用化学） ３回生の学生を
対象に、工学倫理に関する全 13 回の講義
を行いました。   

九州大学の研究員である Stephen Lyth 准

教授は、4月にクイーンズランド大学修士
課程の学生に対し、講義を行いました。

同大学の学生は、MATE7016「エネルギー

変換・貯蔵の材料  (Materials for Energy 
Conversion and Storage)」を受講しており、
Lyth 准教授による水素貯蔵に関する講義

を受けました。  
 
 

 

九州大学 3MTコンペティショ
ン 

 
博士課程の学生による、制限時間 3 分で

自身の研究内容を発表する九州大学 3MT
コンペティションが、UQ-KU プロジェク
トの新しい取り組みとして今年初めて開

催されました。この大会は長年にわたり

UQで開催されており、参加者全員は、研

究の理由や規模を 3 分間で説明すること

に苦労しました。九州大学の学生は、同

大会に果敢に挑戦し、興味深い発表を行

いました。  

 

 

 

この取り組みに関わったスタッフの皆様

に感謝を述べるとともに、本大会の審査

員を務めてくださったクイーンズランド

大学の Lydia Kavanagh教授、ならびにMC
を受けてくださった野北和宏教授に厚く

御礼申し上げます。  

 

UQ-JPIEおよび Q2PECの工学エ
ンジニアリング・セッション 

 
UQ-KU プロジェクトのもう一つの取り組

みとして、クイーンズランド大学と九州

大学の共同工学講義シリーズがあります。   

この講義シリーズは 2021年 9 月 6～17日
に行われ、両大学合わせて全 10 講義が開
催されました。また、Q2PEC（Qshu-
Queensland Program for English 
Communication）の学生は TAFE College 
Queensland が行う英語コースにも参加し、

Q2PEC オンライン・イマ―ジョン・スタ

ディーズ（Q2PEC オンライン海外研修）
の最終日である 9 月 24日に英語でプレゼ

ンテーションを行いました。スケジュー

ルおよび Q2PEC に参加した学生（木村楚

風氏と久良木隆晴氏）の感想文は、本ニ

ュースレターの最後に掲載しています。 

  

野北和宏教授の講義「大規模水素の貯蔵及び供給システム（

Systems for Large Scale Hydrogen Storage and Delivery）」に参
加した九州大学の学生 

Stephen Lyth准教授 

九州大学 3MTのチラシ 
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UQジャパン・デー 
 

クイーンズランド大学は、初の「UQジャ
パン・デー」を 2021 年 11 月 10 日に開催
しました。このイベントは、山上信吾・

駐オーストラリア特命全権大使およびク

イーンズランド大学副学長 Deborah Terry
教授により開会されました。 

これは、クイーンズランド大学のグロー

バル・エンゲージメント・チームの取り

組みであり、UQ-KU プロジェクトから手

厚いサポートを受けました。また、松村

晶・野北和宏両教授は、「UQと日本にお
ける先端材料特性評価の機会（Advanced 
Materials Characterisation Opportunities 
Between UQ and Japan）」と題した分科会

を行ってくださいました。 

Acta Student Awards 
 
クイーンズランド大学の卒業生 Flora 
Somidin 博士は、名誉ある Acta Students 
Awards（2021年 7 月に発表）を 2020年に
受賞しました。Somidin博士は、世界でわ

ずか 15 名（学生の筆頭著者）の中に選ば

れました。彼女の執筆論文は以下の通り

です。 

F. Somidin, H. Maeno, T. Toriyama, S. D. 
McDonald, W. Yang, S. Matsumura, K. Nogita, 
“ Direct observation of the Ni stabilising 
effect in interfacial (Cu,Ni)6Sn5 intermetallic 
compounds”（(Cu,Ni)6Sn5 金属間化合物

界面における Ni 安定化効果の直接観察）, 
Materialia, 9 (2019) 100530. 

Somidin 博士は、UQ-KU プロジェクトお
よび九州大学の Progress 100の手厚いサポ

ートを受け、九州大学を訪問し、最先端

の透過電子顕微鏡を使用できました。 

2022年における UQ-KUプロジ
ェクト 

 
今年も厳しい一年でしたが、九州大学お

よびクイーンズランド大学の学生に対し

て提供した多様な経験や学習成果を誇り

に思うべきでしょう。  

パンデミックによって依然として様々な

課題はありますが、私たちが過去 2 年間
にわたって発揮したレジリエンス（強靭

性）があれば、乗り越えることができる

でしょう。そうすれば間違なく、未来は

輝きを増します。 

皆さん、あけましておめでとうございま

す！ 

  

UQジャパンデー：分科会 3のスケジュール 
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Q2PECでの思い出深い経験 

こんにちは、私は久良木 隆晴と申します。九州大学土木工学科に所

属する 2回生 です。今回、このプログラムを通して忘れることがで

きない多くの経験を積みました。また自分自身に多くの変化がありま

した。 

例えば、Q2PEC参加以前の私は、非常に恥ずかしがり屋で、質問する

ことが怖かったのですが、参加後は英語で質問をしたり、他者と英語

で話したりすることが非常に楽しいと気づきました。同プログラム内の UQ-KUエンジニアリングセッションのみなら

ず、TAFE Queenslandの英語クラスも然りでした。今年はオンラインクラスのみの実施でしたが、TAFE一般英語コース

に参加し、海外の学生と交流しながら楽しむことができました。海外の人々と英語で会話する素晴らしさに気づきまし

たし、UQ-KUエンジニアセッションで先生方に質問をした時も、非常に喜びを感じました。 

また、英単語の語彙強化に楽しさを覚えるようになりました。UQ-KUエンジニアリングセッションの講義開始前、事前

に単語の意味を確認しました。また TAFEでは、学生が英単語を紹介し、その意味や同義語、単語の例文をジェスチャ

ーやパワーポイントスライドを使って説明する「ビデオディクショナリープロジェクト」が役に立ちました。私は難し

い英単語を説明しましたが、それは UQ-KUエンジニアリングセッションで準備し、確認した単語でした。このプロセス

のおかげで、特に専門用語のような新出単語を学ぶ楽しさを知りました。 

今後のインタ―ンシップ、他の短期英語研修プログラムである ELEP、そして留学等を通して、この思い出深い経験を最

大限に生かしていきたいです。 

本当にありがとうございました。 

 

 

 

 
九州大学 工学部 土木工学科 

地球環境工学科 建設都市工学コース 

久良木 隆晴 
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  UQ-KUエンジニアリングセッション 2021 
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詳細はこちらをご覧ください 

http://www.mechmining.uq.edu.au/uq-ku-project 

クイーンズランド大学に触れて 

私は何年もの間、「国際人」になるために学校内外で教わってきましたが、

様々な文化や背景を持った人々と英語でコミュニケーションを図れるのは大切

なことです。世界中では「国際人」が求められています。 私にとっては皮肉に

も、教育制度がその需要に追いついているとは思えません。言葉自体を学んで

いても、上手くコミュニケーションを取り、考えを共有し、課題を話し合い、

客観的な事実をもとに自身の考えを話すため、その言語をどう「使うか」は学

んでいないのです。 

  しかしこの夏休みは、これまで受けてきた英語教育とは完全に異なるものでした。TAFE IELTSクラスや UQ-KUエンジニアリングセッション

は終始私を刺激し、素晴らしい経験となりました。 

 一般的に、同じ出身国の人といると、母語で話しがちです。ですので、このコース開始前、もしクラス内に日本人学生が多ければ、日本で受

けるいつもの英語のクラスと大差ないだろうと気にしていました。しかし、IELTSクラスは全く違っており、11人中 4人が日本人学生で、残

りはまさしく世界各国、年齢層も様々な方々だったのです。 アフリカ、オーストラリア、南極以外のすべての大陸から来ていたのです。一番

感動したのは、皆がアカデミックイングリッシュスキルを向上させ、自分の考えをより的確に、より力強い方法で伝えようと貪欲になってい

る姿勢でした。彼らには、ダーウィン並みの好奇心や忍耐強さがありました。さらに、私にいい影響を与え、4時間 15分の授業があっという

間に感じました。 

 エンジニアリングセッションでは、講義内容の理解は簡単では

ありませんでしたが、少なくとも、その概要を掴めましたし、

よく理解できなかった内容を質問することもできました。日本

では、先生が「質問はありませんか」と聞いても、学生はめっ

たに講義中に質問をしません。ですので、正直に言うと、この

時初めてわからないこと、多くの疑問があることに恥ずかしく

思うのをやめ、非常に多くの質問をしました。しかし質問をす

ると、そのメリットに気づきました。自分の理解力を確認し、

高めることができるので、質問は非常に役に立つと痛感しまし

た。ささいな質問をするよりも恥ずかしいのは、わからないま

まにすることです。だから、質問は非常に大切です。さらに

「過去の研究から学び、でもそれに捉われることなく、新たな挑戦をする」という野北教授の助言に非常に感銘を受けました。というのも、

そのような発想が今までなかったからです。 

 最後になりますが、TAFE IELTSコース、エンジニアリングセッションは有意義な経験であり、そこから多くのことを学びました。新しい語

彙、役に立つ様々な表現、説得力のある文章を書く効果的な方法等を実際に使っていきたいと思います。これからも勉学に励み、多くの機会

を掴み、生かしたいです。 

.  

 

 

木村 楚風 
 

九州大学 


